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2022年8月25日

“美味しさ” と “環境負荷低減” の両軸を実現

ヤマモリ 「釜めしの素」の大刷新により
包装容器 年間約60トンの削減を目指す

＜2022年8月25日（木）14時解禁＞
報道関係者各位

総合食品メーカー ヤマモリ株式会社（本社：三重県桑名市、代表：三林 圭介）は、 主力商品である「釜め
しの素」について29年ぶりの大刷新を行い、2022年8月1日（月）より発売いたしました。これにより、年間約60t
の包装容器の削減を目指します。

これまで、ヤマモリ釜めしの素の内、「だし炊き」シリーズは、具と “だし” を別々の袋に分けることで、”だし” の効い
た釜めしの素をお届けしてきました。近年、消費者の “だし” に対するニーズが強まり、ヤマモリでは旨味を活かした
“だし” の研究開発を行い、この度、鰹・さば・むろ・焼きあご・昆布の5種類の国産素材を使用した、釜めしの素専
用の「旨みだし」を開発。通常、殺菌工程において “だし” の風味は弱まる傾向にありますが、5種類の素材から抽
出した立体的な風味の “だし” を具材に浸透させることでその課題を解決、具と ”だし” を1袋にし、これまで以上に
“だし” の旨味を感じる商品に生まれ変わりました。

■包装容器の見直しにより、年間約60トンの包装容器削減が可能

■釜めしの素専用の「旨みだし」の開発により、包装容器の削減を実現

明治22年、醤油の製造から始まったヤマモリは、130年以上に渡り「発酵・醸造」をルーツとするDNAを継承する
と共に、その時代の食卓を彩る新しい食スタイルを提案してきました。また、お客様と環境への社会的責任として、
SDGsの実現を見据え、2030年に向けた目標を設定し取り組みを進めています。

2022年8月、主力商品の一つである「釜めしの素」について29年ぶりに大刷新を行いました。国産素材を使用し
た釜めしの素専用の「旨みだし」の開発と環境に配慮したパッケージの見直しにより、商品の魅力を最大限に活かし
ながら、SDGsの実現に向けた第1歩を踏み出しました。

今回の大刷新で “だし” の小袋の削減が可能となりました。更に、ヤマモリ釜めしの素の「ご当地シリーズ」を含めて
箱のサイズを変更することによりプラスチック包材を年間約11トン、紙包材を年間約49トン。合計して年間約60トン
の削減を見込んでいます。

ヤマモリでは、2030年に向けた長期的なKPIを掲げ2022年度より具体的な取り組み※参考資料を行っており、今
後も、”美味しさ” と “環境負荷の低減” の両軸を追求し、食を通じて、『地球にやさしく、健康で楽しいライフスタイ
ル』に貢献してまいります。
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【本件に関するお問い合わせ先】

ヤマモリ株式会社 広報部

＜広報担当＞安本（やすもと／h_yasumoto@yamamori.co.jp）

Phone：090-5030-5297

ヤマモリ株式会社 家庭用マーケティング部

＜商品担当＞高元（たかもと／y_takamoto@yamamori.co.jp）

Phone：090-7694-8603

西山（にしやま／r_nishiyama@yamamori.co.jp）

Phone：070-7431-1230

※農政クラブ、農林記者会、名古屋経済記者クラブ同時リリースです。

■会社概要

社名：ヤマモリ株式会社

https://www.yamamori.co.jp/

本社：三重県桑名市陽だまりの丘6-103

代表者：

代表取締役社長執行役員 三林 圭介

資本金：4億3500万円

創業：1889年

設立：1951年

従業員：763名 ※パートタイマー含む

事業内容：
醤油・つゆ・たれ・レトルトパウチ食品・調理缶詰・
飲料等の製造販売

■ヤマモリ釜めしの素

「だし炊き」シリーズ

小袋の削減、小箱と外箱のサイズ変更による包装容器削減

2022年8月25日

「ご当地」シリーズ

小箱と外箱のサイズ変更による包装容器削減

九州かしわめし 駿河湾しらすごはん 江戸前深川めし 九州あごだし五目めし
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2022年8月25日

■参考資料

2030年ヤマモリの目指す姿『「食」を通じて、「地球にやさしく、健康で楽しいライフスタイル」に貢献する』に定め、
SDGs活動に積極的に取り組んでいます。
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■参考資料

2022年8月25日

今回の「釜めしだし炊き」シリーズ大刷新は、当社が掲げる目標の「２．健康で、おいしく、豊かな生活への貢献」、
「5．１）包装容器の環境負荷低減」の達成に向けた取組みの一環です。

当社は今後もSDGsの実現に向けて、商品開発・設計の見直しに取り組んでまいります。
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